
令和３年度教育功労者表彰被表彰者の概要

区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

きよかわ　とおる 福井県立高志高等学校長（H27.4～H29.3）

清川　亨 福井県教育庁高校教育課長（H29.4～H31.3） 福井市

(男) 福井県教育庁学校教育幹（H31.4～R2.3）

（61歳） 福井県教育庁学校教育監（R2.4～R3.3）

うさみ　こういちろう 勝山市立三室小学校長（H28.4～H30.3）

宇佐美　宏一郎 勝山市立北郷小学校長（H30.4～R3.3） 勝山市

(男)

（61歳）

うらい　ひさなお 福井市大安寺小学校長（H28.4～H29.3）

浦井　寿尚 （兼）福井市大安寺中学校長（H28.4～H29.3） 福井市

(男) 福井県教育庁課長（小中学力向上）（H29.4～H30.3）

（61歳） 福井県教育庁義務教育課長（H30.4～H31.3）

福井市社南小学校長（H31.4～R3.3）

おおたに　みねお 永平寺町志比北小学校長（H28.4～H30.3）

大谷　峰雄 永平寺町松岡小学校長（H30.4～R3.3） 永平寺町

(男)

（60歳）

かない　かずのぶ 大野市有終南小学校長（H30.4～R3.3）

金井　和信 大野市

(男)

（61歳）

すもり　としひこ 福井大学附属小学校副校長（H27.4～H29.3）

巣守　俊彦 福井県教育庁学校振興課長（H29.4～H31.3） 坂井市

(男) 福井市木田小学校長（H31.4～R3.3）

（61歳）

　永年にわたり、「和協一致」相手の立場や思いを尊重して教
育にあたることを信条とし、児童への指導や保護者への対応に
誠意を持って取り組み、多大な信頼を集めた。
　教育行政の分野にあっては、福井市教育委員会社会教育課、
福井県教育庁学校教育振興課において計１０年間にわたり、社
会教育および教育人事行政の振興・発展に努めた。特に平成２
９年からの２年間は、福井県教育庁学校振興課長として、教員
採用の改善、教職員の働き方改革など重要課題に取り組み、本
県の学校教育の充実、発展に大きく尽力した。
　平成２８年度からの２年間、および平成３１年度からの２年
間は、副校長、校長として、常に教職員との協働を大切にし、
組織力の強化に努め、新学習指導要領実施に向けた研究の推進
や地域との連携を重視した学校経営に成果を上げた。
　令和２年度は、東海・北陸地区連合小学校長会・福井県小学
校長会・福井市校長会の会長として、管理職の育成、新型コロ
ナウイルス感染防止対策など教育現場における重要課題の解決
に尽力した。

　
教
育
行
政

　
学
校
教
育
（

小
学
校
）

　本県の学校教育および教育行政の充実発展に 指導的役割を
果たした功績は誠に多大なものがある。
　理科教育の発展に尽力し、いち早く反転授業を取り入れ、生
徒たちが主体的に学習に取り組む授業を早期から実践してい
た。
　高志高等学校長としては、高志中と高志高校の連携に大きく
関わる等、高志中・高志高校の創成期を盛り立てた。
　教育行政に身を置いた１６年の間には、特別支援学校２校の
開校、高志中学校の開校にも携わった。学校教育幹・学校教育
監としては、それまでの県立学校ばかりでなく、小・中学校教
育にも様々な局面で指導力を発揮し、「児童生徒が主語にな
る」学校教育の実現のために文字どおり勢力的にリーダーシッ
プを発揮し、学力・体力トップクラスの福井県の学校教育に多
大な貢献を尽くした。
　その高遠な教育理念に基づく人格、見識、指導性には多方面
から厚い信頼を寄せられ、校長として優れた指導力を発揮し、
学習指導、教育研究、人事管理、学校運営に幅広い手腕を発揮
した。

 永年にわたり小学校教育に情熱を注ぎ、児童との触れ合いを
重視し不登校の未然防止に努めた。
　平成１３年度から２年間、県教育研究所教育相談課研究員と
して、教育相談活動や研修講座の運営を行った。
　平成２８年度からは、校長として地域に開かれた学校づくり
を推進し、信頼される学校づくりに努めた。
　令和元年度は、勝山市校長会長として。勝山市の教育の充
実・発展に寄与した。
　令和２年度は、県NIE実践指定校として、新聞を活用した教
育の研究を推進した。

　永年にわたり、相手の思いや立場を尊重して教育に当たるこ
とを教育信条として、子どもたちへの指導や保護者との対応に
誠意をもって取り組んだ。また、教材研究を大事にして日々の
授業に臨むとともに、研究授業にも積極的に取り組み、指導力
向上に努めた。
　行政にあっては、福井市教育委員会の指導主事を６年間、福
井県教育庁義務教育課学力向上推進グループのグループリー
ダーを３年間、義務教育課長を２年間、通算１１年間にわたり
務め、学校教育の充実・発展に貢献した。
　平成２８年度からの１年間、平成３１年度からの２年間は、
校長として、小・中併設校や大規模校の教育活動の充実に優れ
たリーダーシップを発揮して成果をあげるとともに、地域との
連携を深めながら地域に根ざした学校づくりに積極的に取り組
み、地域社会からも厚い信頼を集めた。

　平成２０年度から２年間は、永平寺町教育委員会で指導主事
として、福井県教育委員会指定の特別支援教育グランドモデル
地域事業に意欲的に取り組んだ。関係各課との連携を密に図
り、切れ目なく支援の手立てをつなぐための移行支援のあり方
について先進的な実践を行った。
　平成３０年度からの３年間は、松岡小学校で校長を務め、令
和２年度に開催された第５９回全国学校体育研究大会福井大会
における授業公開の指定校として、３年間にわたって学校体育
の研究推進を行った。校長として大いにリーダーシップを発揮
し、新学習指導要領の理念を踏まえた「児童が関わり合い」
「主体的に学び・高め合う」体育科の授業づくりに取り組ん
だ。新型コロナウイルスの感染拡大により本大会は誌上発表大
会となったが、前年度に開催されたプレ大会における授業実践
の公開では、県内外の体育関係者から高い評価を得た。

　永年にわたって、温厚な人格に加えて篤実な教育実践を続
け、社会科や部活動を中心とした学校教育の充実発展に大きな
功績を残した。平成１０年から２年間は、県教育庁社会教育主
事として、公民館講座の充実を図るため１５回シリーズの講座
を企画するなど、社会教育分野において新機軸を打ち出し、そ
の発展に寄与した。
　平成３０年度からは、校長として児童の自尊感情を育むこと
を明確に掲げて教職員を導いた。さらに、個々の教職員が意欲
を持って教育実践に精励することができるよう、資質能力を最
大限に生かす組織を構築し、「笑顔があふれる学校」を実現す
るなど卓越した学校経営手腕を発揮した。
　令和２年度には、県小学校長会副会長・市小中学校校長会会
長として、コロナ禍の中で優れたリーダーシップを発揮して本
県小学校教育の充実発展に寄与した。
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たいしょう　ひでや 福井市上文殊小学校長（H28.4～H30.3）

大正　秀哉 福井市啓蒙小学校長（H30.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

にしざわ　じゅんこ 勝山市立野向小学校長（H26.4～H28.3）

西澤　順子 勝山市立鹿谷小学校長（H28.4～H30.3） 勝山市

(女) 勝山市立成器西小学校長（H30.4～R3.3）

（61歳）

はっとり　やすまさ 敦賀市立敦賀北小学校長（H28.4～H30.3）

服部　康昌 敦賀市立敦賀南小学校長（H30.4～R3.3） 敦賀市

(男)

（61歳）

まつだ　まさひろ 福井市麻生津小学校長（H29.4～R3.3）

松田　正弘 福井市

(男)

（60歳）

みしま　ひろの 若狭町立熊川小学校長（H28.4～H31.3）

三島　洋娘 若狭町立明倫小学校長（H31.4～R3.3） 小浜市

(女)

（60歳）

もり　なるみ 小浜市立国富小学校長（H28.4～H31.3）

森　徳実 小浜市立小浜小学校長（H31.4～R3.3） 小浜市

(男)

（61歳）

　永年にわたり、教育一筋に職務に精励し、学校教育の充実発
展に大きく貢献した。
　特に数学教師として研鑽に励み、中学校教育研究会数学部会
のコンピュータ研究委員長や数学部長として、授業で使えるコ
ンピュータソフトを作成して教育工学全国大会で発表するな
ど、数学教育の充実発展に寄与した。
　平成２８年度からは、上文殊小学校長として、中学校の勤務
経験を生かしながら教職員を指導して、園小中連携の充実発展
に貢献した。特に、研究論文から得た助成金を元にタブレット
等を購入し、支援を要する児童に対しての支援の充実や担当教
員の指導力育成に尽力した。
　校長会では福井県・市算数部会長、保健部会長、県校長会理
事・会計、市校長会副会長等として、初等中等教育の発展に寄
与した。

　国語・書写教育の教材開発や指導法改善に大きく貢献した。
平成２１年度には授業名人に任命され、白川文字学の普及発展
に多大な功績をあげた。
　文部科学省教員海外派遣団にも任命され、幅広い実践力は高
く評価された。特別支援教育を担当した際には、福井県特別支
援教育奥越大会や県特別支援教育振興会勝山大会の計画立案実
行及び勝山市の就学支援に貢献した。
　校長として、実態に即したスクールプランに基づきリーダー
ショップを発揮し、保・幼・小・中・地域と連携した学校づく
りを推進した。また、研究会や教材研究のあり方等を具体的に
指導し、若手教員をはじめ教職員の資質向上を図った。
　平成３０年度は勝山市校長会長として、令和元～２年度は勝
山市教育研究会長として、地域の教育の充実に大いに寄与し
た。

　永年にわたり、視聴覚教育並びに数学科教育を中心に熱心な
教育実践を展開し、特に主体的に学ぶ学習過程を重視した授業
づくりに取り組んだ。
　平成１５年度からは、敦賀市教育委員会学校教育課指導主事
として、さらに平成２２年度からは同学校教育課主幹として、
教育行政の分野でも貢献した。児童生徒の学力向上および教育
環境整備の充実・発展に尽力した。
　平成２８年度からは、校長として誠実で温かみのある学校経
営に邁進した。「地域と共に子どもを育てる」という信念の
下、学びの連続性を生かした小中一貫教育の研究及びふるさと
学習の推進を図り、保護者や地域に信頼される開かれた学校づ
くりにおいて指導力を発揮し、多大な成果をあげた。
　令和２年度は、敦賀市校長会長として、敦賀市全体の教育の
充実・発展に努めた。

　永年にわたり、「子どもとともに学び続ける」を信条に、誠
実な教育実践を続け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残
した。特に数学科教育においては、教材開発や指導方法の改善
に積極的に取り組み、数学科教育の向上に貢献した。
　平成２９年度からは、校長として、教職員を指導・育成しな
がら学校経営を推進し、大きな成果を上げた。また、学校に併
設する幼稚園の園長として、小学校区内の各園と連携して保幼
小接続事業を展開し、県内の幼小連携の模範となる取組となっ
た。平成２９年度からの３年間は、福井県国公立幼稚園教育研
究会会長として、本県幼児教育発展のために尽力した。
　令和２年度には、県人事行財政対策委員長として、県内校長
の意見を集約し、「県教育長と語る会」の企画運営に大きく貢
献した。

　永年にわたり、確固たる教育信念を持ち誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に、国語
科教育において、教材開発や指導方法の改善に積極的に取り組
み、国語科教育の向上に貢献した。
　平成２４年度からは、小浜市教育委員会指導主事として教育
行政の分野でも貢献した。
　平成２８年度からは、校長として、誠実で温かみのある指導
力で、小規模校ならではの地域に密着した教育活動を展開し、
児童たちの良さを伸ばす学校経営を行って大きな成果をあげ
た。
　令和２年度は、若狭町校長会長として、地域の教育の充実に
努めた。

　平成１５年度から４年間、嶺南教育事務所研修課に勤務し、
嶺南地域の教員研修の充実に努めた。また、平成２６･２７年
度は、小浜市教育委員会主幹として、小浜市の学校教育の充
実、発展に努めた。
　平成２８年度からは、校長として、誠実で温かみのある指導
力で、児童の育成と教職員の資質の向上を目指して学校運営を
行った。
　令和元年度から勤務した小浜市立小浜小学校では、前任校か
ら引き続き、ＯＪＴの機能を高めることに努め、職員の組織力
向上を図った。また、教頭等の協力を得ながら、様々な課題対
応に努めた。
　令和２年度は、小浜市校長会長として、小浜市の教育の充
実・発展に寄与した。
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よこた　みつひろ 福井市日新小学校長（H28.4～H31.3）

横田　充宏 福井市円山小学校長（H31.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

わたなべ　いさむ 越前町立四ヶ浦小学校長（H28.4～H30.3）

渡辺　勇 越前町立宮崎小学校長（H30.4～R3.3） 越前町

(男)

（61歳）

わたなべ　ひろみ 福井市国見小学校長（H28.4～H29.3）

渡辺　裕美 福井市清水西小学校長（H29.4～H31.3） 越前町

(女) 福井市湊小学校長（H31.4～R3.3）

（61歳）

いとう　ひろゆき 勝山市立勝山北部中学校長（H28.4～H30.3）

伊藤　浩行 勝山市立勝山南部中学校長（H30.4～R3.3） 勝山市

(男)

（61歳）

いわもと　あきひろ 福井県教育庁学校振興課長（H28.4～H29.3）

岩本　明裕 福井市社中学校長（H29.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

おおにし　やすひろ 永平寺町吉野小学校長（H28.4～H31.3）

大西　泰弘 永平寺町松岡中学校長（H31.4～R3.3） 永平寺町

(男)

（61歳）

　永年にわたり、確固たる教育信念を持ち誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実発展に大きな功績を残した。特に、理科教
育において、教材開発や指導方法の改善に積極的に取り組ん
だ。
　また、部活動の指導においても、バレーや陸上で優れた指導
力を発揮し、競技力の向上と生徒の健全育成に努力した。
　平成２８年度からは、校長として、豊な経験と深い思慮に基
づいた学校経営を行い、リーダーシップを発揮した。
　また、丹生郡学校教育研究会理科部長として、理科教育設備
整備費等補助金事業を活用して町全体の理科備品の整備を行う
など、理科教育の充実に尽力した。

　永年にわたり、生徒指導主事、研究主任、学年主任等の職務
に精励しながら、各学校の充実と発展に大きく貢献した。特に
小学校英語教育の創始期から研究開発に携わり、継続して研究
実践を重ね、その発展に大きく貢献した。
　平成２８年度からは、校長となり、教職員の資質・能力の向
上に尽力するとともに、学校経営に手腕を発揮し、保護者や地
域住民に信頼される学校づくりに力量を発揮した。教職員一人
一人の力を引き出しながら、組織としての学校の力量を高めて
いく学校経営の手腕は巧みで、勤務した各校で優れた業績を残
すとともに義務教育の充実・発展に大きく貢献した。
　さらに、本県公立小学校の中核的研究組織である福井県小学
校教育研究会では、道徳部会長、英語・英語活動部会長を務
め、県内の教育の充実発展に寄与した。

　児童・生徒の主体的な学びによる授業づくりを中心に実践研
究に努めた。
　平成２０年度から、算数数学教育および学力向上の事業等の
担当として県内の教職員の授業力向上に尽力した。
　平成２６年度からは２年間、奥越高原青少年自然の家所長と
して社会教育の充実・発展に寄与した。管理職として、誠実で
温かみのある指導力で、生徒の育成と教職員の資質向上を目指
した学校運営に努めた。
　勝山市中学校長会長として、勝山市の教育の充実・発展のた
めに寄与した。
　永年にわたり確固たる教育信念を持ち誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。

　永年にわたり、有言実行を信条とし、誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に、数学
科において、生徒の興味関心を引きつけ、わかりやすい授業づ
くりを目指して、授業研究や指導方法の改善に積極的に取り組
み、数学教育の向上に貢献した。
　福井市教育委員会においては指導主事・管理主事として、福
井市学校教育方針「中学校区教育」の立案や不足する代替講師
の確保に尽力した。福井県教育庁においては、参事および課長
として、学校事務の共同実施の運用、学校運営支援員や部活動
支援員の導入、スクールカウンセラーの増員などに力を尽くし
た。
　平成２９年度からは、校長として、学年を単位とした教職員
のまとまりを大切にするとともに、生徒指導の３機能を生かし
た対応の実践に、自らが先頭に立って取り組み、大きな成果を
上げ地域住民からも高い評価を得た。

　永年にわたり、小・中学校教育に情熱を注ぐとともに、特に
中学校理科担当教師として研鑽に励み、多大な功績を上げた。
　平成９年度からは、松岡町教育委員会社会教育主事として、
地域へのスポーツの普及拡大に貢献した。
　平成２８年度からは、吉野小学校長として、豊かな経験と深
い思慮に基づいた学校経営を行い、リーダーシップを発揮し、
蔵王山登山、一輪車、ほたるの里、田植え、畑作りと、特色あ
る教育活動に尽力し、自然体験ゆたかな教育を発展させた。
　平成３１年度からは、松岡中学校長として、地域に愛される
学校づくりに大きく貢献した。令和２年度には、永平寺町中学
校長会長として、地域の教育の充実に努めた。

　永年にわたり、学校教育並びに社会教育において、教育一筋
に職務に精励し、その充実発展に大きく貢献した。特に、体育
の授業や学校行事の中で、児童生徒の健全な成長を第一に、児
童生徒と一緒に体を動かすことをいとわず、誠実な教育実践を
続けた。
　行政にあっては、平成１４年度から３年間、清水町教育委員
会の派遣社会教育主事として精励し、町民のニーズに応えた企
画運営を行った。持ち前の視野の広さと社会性を発揮して、町
民の生涯学習発展に大いに貢献した。
　平成２８年度からは、校長として、教職員が誇りを持って働
く学校、子どもが喜んで学ぶ学校、保護者が学校を信頼し子ど
もを通わせたいと思える学校を目指して学校経営に取り組み、
地域住民からも高い評価を得た。
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令和３年度教育功労者表彰被表彰者の概要

区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

こんどう　ひろのり 越前町立越前中学校長（H28.4～H29.3）

近藤　博徳 越前町立朝日中学校長（H29.4～R3.3） 越前町

(男)

（61歳）

たかやなぎ　ひろき 福井市藤島中学校長（H30.4～R3.3）

髙柳　浩樹 福井市

(男)

（60歳）

髙
ちば　まさひと 敦賀市立粟野小学校長（H29.4～H30.3）

千葉　雅人 敦賀市立角鹿中学校長（H30.4～R3.3） 敦賀市

(男)

（61歳）

はしや　かずのり 越前町立朝日小学校長（H27.4～H29.3）

橋谷　和憲 越前町立越前中学校長（H29.4～H31.3） 越前町

(男) 越前町立織田中学校長（H31.4～R3.3）

（60歳）

ひがしかわ　ひろし 福井県教育庁スポーツ保健課長（H28.4～H30.3）

東川　宏嗣 坂井市立坂井中学校長（H30.4～R3.3） あわら市

(男)

（61歳）

まきだ　ひであき 福井大学附属義務教育学校副校長（H28.4～H31.3）

牧田　秀昭 福井市安居中学校長（H31.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

　永年にわたり、保健体育科教育において、教材開発や指導方
法の改善に積極的かつ継続的に取り組み、保健体育科の教育の
向上に貢献した。特に部活動においては、陸上競技の指導に熱
心にあたり、学校における部活動の活性化や競技力の向上に取
り組んだ。
 行政にあっては、福井市教育委員会保健体育課およびスポー
ツ課の派遣社会教育主事として、福井市内の市民スポーツの発
展・充実に尽力した。
　平成３０年度からは、校長として、常に教職員との和を大切
にし、「教員集団一丸となって教育活動に取り組む」をモッ
トーに学校経営に成果を上げるとともに、地域との連携を一層
推進した。
　令和２年度は、北信越中学校体育連盟会長と福井県中学校体
育連盟会長として、北信越５県および県下の運動部活動充実の
ために尽力した。

　永年にわたり、小中学校において社会科教育を中心に熱心な
指導を実践し、平成１２年度から平成２７年度までは敦賀市社
会科教科指導員として、また平成２８年度から３０年度まで敦
賀市社会科教育研究会部長として、敦賀市全体の社会科教育の
充実と発展に努めた。また平成２６年度には市の法教育研究推
進プログラムに参画し、小学校における法教育プログラムの作
成に取り組んだ。
　平成２９年度からは角鹿中学校長として、ピア・サポートお
よびレジリエンス教育を柱とした集団づくりプログラムに全校
体制で取り組み、科学的な根拠と手法に基づく学級経営の研究
実践を推進した。また平成３０年度からは、令和３年度に開校
する県内初の施設一体型小中一貫校の開校準備に携わり、市全
体で取り組んでいる小中一貫教育を推進する体制づくりに尽力
した。
　令和２年度には、敦賀市中学校長会会長および敦賀市校長会
副会長として、地域教育の充実に努めた。

　平成１０年から３年間は朝日町教育委員会社会教育主事、平
成１４年から３年間は丹生郡地方教育委員会連絡協議会指導主
事を務め、教育行政の立場から、生涯学習や学校教育の充実と
発展に貢献した。
　平成２８年度、朝日小学校長時には、教職員の図工・美術研
究実践を推進し、実行委員長として福井県造形教育研究大会を
成功に導いた。令和元年からは、県中学校教育研究会道徳副部
長、丹生郡道徳部長として、特別の教科道徳の研究推進に優れ
た手腕を発揮し、令和２年の県中学校道徳教育研究大会鯖丹大
会開催に寄与した。
　令和２年度は、丹生郡校長会会長の要職を務め、新型コロナ
ウイルスに関連した感染症対策や安全・安心な教育活動の実施
のため、保護者や地域、教育委員会との連携を図りつつ、町内
小中学校の対応の調整に尽力した。

　永年にわたり、保健体育を中心とした学校教育の充実発展に
大きな功績を残した。また、社会体育、健康教育の推進にも尽
力し、堅実な実践力は高く評価されている。
　教育行政の分野においても、平成１０年度からは、県教育庁
スポーツ課企画主査として、生涯スポーツの推進および国民体
育大会に向けた競技力向上等に尽力した。
　平成２６年度からは、県教育庁スポーツ保健課主任として、
防災教育の指針となる方策をまとめあげ、平成２７年度から
は、スポーツ保健課参事として、保健体育分野・防災教育分野
において、その方策のブラッシュアップに努め、さらに、平成
２８年度からは、スポーツ保健課長として、第７３回国民体育
大会関連事業の福井運動公園等の設備等の完成に向けて統括す
る任を開催前年度まで務めた。
　平成３０年度からは、校長として、卓越したリーダーシップ
を発揮して、様々な場面で教職員の先頭に立って学校経営に尽
力した。

　永年にわたり、「学校は生徒も教師も学び合う場である」を
信条とし、誠実な実践研究を続け、学校教育の充実・発展に大
きな功績を残した。
　特に、数学科教育において、単元を横断したカリキュラム開
発に取り組み、論文、書籍の執筆を重ねた。また、３校で通算
１０年間研究主任を務め、協働的な学びを推進し、授業改革を
核にした学校改革を進めた。
　教育行政においては、県教育庁学校教育政策課主任、福井県
教育研究所調査研究部長として、平成２４年に設置された「学
力向上センター」の業務を担い、小中高を通じた福井県全体の
学力向上、教員の資質向上に貢献した。
　平成３１年度からは、校長として教職員を指導しながら、安
居中学校の全校一体型教科センター方式を活用して「生徒が主
役」の学校経営を推進し大きな成果を上げ、地域住民からも高
い評価を得た。
　令和２年度は、福井市中学校長会長、福井県中学校長会理事
として、県下の教育向上のために尽力した。

　永年にわたり、保健体育科教育を中心とした教育実践・研鑽
に励み、多大な功績をあげた。また、部活動の指導において
も、優れた指導力を発揮し、競技力の向上と生徒の健全育成に
努力した。
　昭和６１年度からは、派遣スポーツ主事として、地域スポー
ツの普及拡大に貢献した。
　平成２８年度からは、校長として教職員を指導しながら、児
童生徒のよさを伸ばす学校運営を行い大きな成果をあげ、地域
住民から高い評価を得た。
　令和元年度には県中学校教育研究会の副会長、平成２８年度
と令和２年度には鯖丹・南越ブロック長を務め、県内の中学校
教育の充実・発展に努めるとともに、教育研究の推進と向上に
取り組んだ。

　
学
校
教
育
（

中
学
校
）

－ 4 －



令和３年度教育功労者表彰被表彰者の概要

区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

みずたに　よしなが 越前市武生第三中学校長（H27.4～H31.3）

水谷　善長 越前市武生第一中学校長（H31.4～R3.3） 越前市

(男)

（60歳）

むらた　よしふみ 高浜町立高浜中学校長（H30.4～R3.3）

村田　好史 高浜町

(男)

（60歳）

やなぎはら　じゅんいちろう 坂井市立大石小学校長（H28.4～H31.3）

柳原　潤一郎 坂井市立丸岡南中学校長（H31.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

やまかわ　りゅういち 大野市開成中学校長（H28.4～R3.3）

山川　龍一 大野市

(男)

（61歳）

やまぐち　まさのり 勝山市立荒土小学校長（H27.4～H29.3）

山口　政則 勝山市立勝山中部中学校長（H29.4～R3.3） 勝山市

(男)

（60歳）

いなだ　としひこ 福井県立福井商業高等学校長（H30.4～R3.3）

稲田　俊彦 坂井市

(男)

（61歳）

　永年にわたり，小・中学校教育に情熱を注ぐとともに，人
権・同和教育の充実発展に大きな功績を残した。
　平成６年度からは，高浜町教育委員会派遣社会教育主事や嶺
南教育事務所指導主事として，人権教育を担当し，各集落への
啓発活動や，人権講演会講師を務めるなどし，福井県内全体の
人権教育推進に尽力した。
　平成３０年からは，校長として，豊かな経験に基づいた学校
経営を行い，特に生徒の家庭や背景を踏まえた指導を中心とし
た生徒指導のあり方を追求し，大きな成果を上げた。また，高
浜町人権教育研究会の会長を務め，より深い人権教育のあり方
を模索し，研究会のさらなる発展のために尽力した。
　令和２年度は，福井県中学校長会の副会長を務め，県内の教
育の充実発展に寄与した。また，県中学校長会働き方改革推進
委員長として，超過勤務時間削減に向けて各団体に働きかける
など，教員の働き方改革に尽力した。

　永年にわたり、確固たる教育信念をもち誠実な教育実践を続
け、学校教育の充実・発展に大きな功績を残した。特に、丸岡
南中学校開校に向けた準備の中心を担い、大いに尽力した。開
校後も、県内初の教科センター方式による学習指導、校舎環境
を生かした縦割り異学年集団による生徒の育成、地域に開かれ
た学校を推進し、全国でも注目される学校を作り上げた。ま
た、剣道指導の第一人者として、福井県の剣道界を牽引してき
た。
　平成２８年度からは、校長として、豊富な経験と深い思慮に
基づいた学校経営を行い、リーダーシップを発揮した。令和２
年度には坂井地区校長会副会長および坂井地区教育振興研究会
副会長として、地域の教育の充実に努めた。

　永年にわたり、小中学校教育に情熱を注ぐとともに、数学教
育の研究推進に努力し、子どもたちの主体的な学びによる授業
づくりを中心に実践研究に取り組んだ。
　平成１３年度から４年間、大野市教育委員会指導主事とし
て、指導法の工夫改善や特別支援教育への移行について尽力し
た。
　平成２８年度からは、開成中学校長として、「違いを認め尊
重する学校」を目指し、教職員を指導しながら生徒のよさを伸
ばす学校運営を行い、大きな成果をあげた。
　令和元年度には、県中学校体育連盟副会長・奥越地区中学校
体育連盟会長に就任し、奥越地区のみならず本県中学生の体
育・スポーツ活動の充実発展のために積極的に尽力した。
　平成２８年度からは大野市中学校吹奏楽連盟会長を務め、地
元吹奏楽界において中心的役割を果たし、その普及・発展に大
きく貢献した。

　算数・数学の教育研究で、思考・判断・表現を意識した研究
を推進し、市全体の学力向上に大きく貢献した。
　荒土小学校長としての２年間は、小学校体育連盟会長・副会
長として、業務の精選化を推進した。また、学校保健会の長と
して、表彰の電子化などを進めた。
　勝山中部中学校長として、校訓や校歌をもとにしたスクール
プランの推進や、美徳をもとにした学校道徳を実践し、その成
果を東海・北陸校長研究大会で発表した。
　校長会では、奥越中学校教育研究会会長および県中学校教育
研究会副会長、奥越中学校体育連盟会長および県中学校体育連
盟副会長として、奥越だけでなく、県での企画・運営・指導に
貢献した。
　勝山市の中学校長会の理事として、通知表などの電子化を推
進し、市内統一の試案を作成し、教職員の業務改善に寄与し
た。

　永年にわたり、「わかる数学。できる数学」をモットーにき
め細やで丁寧な授業を展開し、数学の魅力を生徒に伝え続ける
など、本県の数学科教育の発展に寄与した。
　また、金津中学校、金津高等学校では、学年主任として連携
型中高一貫校の創設に貢献した。高志中学校では教頭として併
設型中高一貫校の創設に貢献するなど、本県の中高一貫教育の
創設・発展に大きく関わった。
　平成３０年４月から、福井商業高等学校長を務め、県高等学
校教育研究会商業部会長として、福井県商業教育の発展に貢献
した。また、福井県スポーツ振興審議会委員として、福井県に
おけるスポーツ振興の方向付けに携わり、併せて、福井県高等
学校体育連盟会長として、福井県内の高等学校生徒の運動部活
動の発展、競技力向上に大きく貢献した。

　平成１６年４月から平成２０年３月までの４年間は、教育庁
義務教育課指導グループの指導主事として、小中学校の英語教
育、ＡＬＴ配置事業、外国人児童生徒教育、国際理解教育、学
習塾研修を担当し、教育行政の立場から本県の英語教育の発展
に貢献した。
　平成２５年４月から平成２７年３月までの２年間は、教育庁
義務教育課参事として、授業力向上グループと生徒指導・学校
同和教育グループの指導主事の取りまとめ役をした。特に、Ｓ
ＮＳやいじめ問題についてクローズアップされていた時期でも
あり「ふくいスマートルール」や「いじめ防止基本方針」の策
定に尽力した。
　平成２７年４月からの４年間は、武生第三中学校長として、
生徒の主体性の伸長を目指し独自の学校経営を行った。平成３
１年４月からの２年間は、武生第一中学校長として、「自律、
敬愛、創意」の気風を高め、前任校に引き続き生徒の主体性の
伸長を目指し独自の学校経営を行った。
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区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

いわい　ひでお 福井県立嶺北特別支援学校長（H29.4～現在）

岩井　秀夫 永平寺町

(男)

（61歳）

かつき　ひろかず 福井県立嶺南東特別支援学校長（H28.4～H31.3）

勝木　博一 福井県立武生東高等学校長（H31.4～R3.3） 福井市

(男)

（61歳）

さいかわ　せいいち 福井県立三国高等学校長（H29.4～H31.3）

斉川　清一 福井県立足羽高等学校長（H31.4～R3.3） 永平寺町

(男)

（61歳）

たき　たみえ 福井県立嶺南西特別支援学校長（H29.4～H31.3）

滝　民恵 福井県立若狭東高等学校長（H31.4～R3.3） 小浜市

(女)

（60歳）

つかだ　まさゆき 福井県立奥越明成高等学校長（H29.4～H31.3）

柄田　正行 福井県立武生工業高等学校長（H31.4～R3.3） 福井市

(男) （兼）福井県立武生商工高等学校長（R1.11～R3.3）

（60歳）

ひらまつ　まさなお 福井県立若狭高等学校長（H26.4～H29.3）

平松　正尚 福井県立高志高等学校長（H29.4～H31.3） 敦賀市

(男) 福井県立敦賀高等学校長（H31.4～R3.3）

（60歳）

　永年にわたり、英語教育において熱心に教育実践を展開し、
学校教育の充実・発展に寄与した。
　赴任された各学校において、異文化交流にも積極的に関わ
り、受験英語の力と実用英語技能の両立を目指した指導法を考
え、実践した。金津高校では教諭として、あわら中学校では教
頭として、中高一貫教育の発展に助力した。また、教頭として
は、春江工業高校の閉校関連事業の企画、閉校式の運営、坂井
高校への移転作業等に助力した。
　校長として、高等学校教育研究会英語部会長、副会長や高文
英語部会会長を歴任し、福井県英語研究会では副会長を３年間
務めるなど、全県下の英語教育発展に寄与した。

　永年にわたり理科の教育実践を展開し、本県の理科教育の発
展に寄与した。
　平成２６年４月からは、福井県教育研究所研修部長として勤
務し、指導的な立場から新たな教育課題の研究、教材の開発な
どを行い、その成果を教育行政に携わる県内教職員への研修を
通して還元し生徒の学力向上に多大な成果をあげた。
　また、平成２９年４月からは三国高等学校長に、平成３１年
４月からは足羽高等学校長に就任し、学習指導、教育研究、人
事管理、学校経営等に幅広い手腕を発揮した。また、平成３１
年４月からは福井県高等学校野球連盟会長も務め、県内高校野
球の振興および選手の健康維持のために様々な施策を打ち出す
など重要な職責を担った。

　永年にわたり家庭科の教育実践を展開し、本県の家庭科教育
の発展に寄与した。
　高校に勤務時には、福井県高等学校教育研究会家庭部会の事
務局長を務め、中学校勤務時には、小浜市教育委員会教育長か
ら家庭科の教科指導員として委嘱を受け、指導主事と共に市内
の小中学校を学校訪問するなど、福井県の家庭科教育の教科指
導に大きく貢献した。
　平成２９年４月から、嶺南西特別支援学校長に就任し、愛媛
大学と連携するなど、特別支援教育の研究を進めていた。平成
３０年１月、「第１１回キャリア教育優良学校文部科学大臣表
彰」を受賞した。また、平成３１年４月から赴任した若狭東高
等学校では、文部科学省研究指定ＳＰＨ（平成２７年度～２９
年度）をより深化発展させた「魅力発信プロジェクト」を推進
するなど、福井県の農業教育の発展に大きく寄与した。

　永年にわたり、工業科の教育実践を展開し、本県の工業科教
育の発展に寄与した。奥越地区の学科再編の際には、情報科学
科を新設するにあたり、新設学科の教育課程編成等の中心とし
て携わった。
　坂井高等学校教頭として、教育環境、実習環境の整備に尽力
した。新しい学校運営体制の構築や運用にリーダーシップを発
揮し、特に県内初となる「デュアルシステム（１年間通じての
就業体験）」の実施のために尽力した。
　平成２９年４月、奥越明成高等学校へ校長として赴任し、全
国高等学校家庭科実践研究会福井大会の大会会長を務め大会を
成功裡に導いた。平成３１年４月、武生工業高等学校の校長に
着任し、丹南地区新総合産業高校準備委員会の委員長となり、
新しい学校づくりに尽力した。また、武生商工高等学校初代校
長にも任命され、新たな学校運営体制を築いた。その間、キャ
ンパス統合時の新校舎建築のプラン作り、新ＰＴＡ・新同窓会
の立ち上げ、新校歌作成の道筋をつけるなど、総合産業高校教
育に尽力された。

　永年にわたり、理科の教育実践を展開し、本県の理科教育の
発展に寄与した。高志高等学校では、ＳＳＨ（スーパーサイエ
ンスハイスクール）第２期指定採択に際して、学校内でリー
ダーとして尽力し、その結果採択されるなど、福井県の理数教
育充実に大きく寄与した。また、県の指導主事等として県の教
育委員会に勤務するなど、県立学校全体の教育力の向上に貢献
した。
　教頭として敦賀高校に勤務した際には、ＳＧＨ（スーパーグ
ローバルハイスクール）のアソシエイト校の指定を受け、グ
ローバル教育や、課題解決型の教育を推進する機運のきっかけ
を作った。
　若狭高等学校長時には、東京大学と高大連携を結ぶなど、海
洋教育に尽力した。また高志高校や敦賀高校校長時には、高志
中学校第１期生受け入れや新学科に伴う教育課程の編成などに
携わり、特色ある学校運営に尽力した。

　永年にわたり、豊かな知識と卓越した指導力をもって、特別
支援教育・教育行政等、各分野で輝かしい実績を残し、本県の
特別支援教育の振興と発展に寄与した。
　特別支援教育センターや県教育委員会などの教育行政に関わ
り特別支援学校のセンター的機能や職業教育の充実に力を注い
だ。また、「市町の特別支援教育の実践マニュアル」を作成
し、小・中学校での発達障がいに対する主体的な支援体制を構
築に大きく貢献した。
　平成２９年４月から、嶺北特別支援学校長に赴任し、温厚に
して誠実で、人の「和」を大切にし、学校経営においても数々
の手腕を発揮した。
　現在も、嶺北特別支援学校に再任用校長として勤務してお
り、嶺北特別支援学校をはじめとした、福井県内の特別支援学
校の教育の発展に大きく貢献している。
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区分 氏名・性別・年齢 主　な　経　歴 住　　所 功　績　の　概　要

ふくしま　ひろゆき 福井県立若狭高等学校長（H29.4～H31.3）

福嶋　洋之 福井県立鯖江高等学校長（H31.4～R3.3） 鯖江市

(男)

（60歳）

やまぐち　あきひこ 福井県立丹生高等学校長（H29.4～H31.3）

山口　明彦 福井県立坂井高等学校長（H３１.4～R3.3） 越前町

(男)

（61歳）

やまだ　えいじ 福井県立足羽高等学校長（H29.4～H31.3）

山田　栄司 福井県立勝山高等学校長（H31.4～R2.3） 大野市

(男) 福井県立大野高等学校長（R2.4～R3.3）

（61歳）

あまや　さなえ （社）ガールスカウト日本連盟福井県支部会計（H17.4～H21.3）

天谷　早苗 （社）ガールスカウト日本連盟福井県支部書記（H21.4～H24.3） 福井市

(女) （一社）ガールスカウト福井県連盟連盟長（H24.4～H26.3）

（66歳） （一社）ガールスカウト福井県連盟監事（H26.4～H30.3）

（一社）ガールスカウト福井県連盟連盟長 （R2.4～現在）

かつみ　かつひこ 今庄町社会教育委員（H15.4～H16.12）

勝見　勝彦 南越前町社会教育委員（H17.1～R3.3） 南越前町

(男) 南越前町社会教育委員会副委員長（H29.4～R3.3）

（79歳）

ささき　かつゆき 越前町社会教育委員（H17.4～現在）

佐々木　勝行 越前町社会教育委員の会議議長（H19.4～H20.3） 越前町

(男) 越前町社会教育委員の会議副議長（H29.4～H30.3）

（70歳）

　永年にわたり、数学教育に情熱を注ぎ、本県数学教育の発展
に尽力した。数学教育だけではなく進路指導や生徒指導に熱心
に取り組んでいた。部活動においては、高等学校体育連盟ソフ
トテニス専門部の事務業務に主に担当し、県内大会や上位大会
の開催等に尽力された。
　教育研究所では、小中高の算数・数学科の指導、研究、そし
て福井県学力調査（SASA）などに携わり、県内数学科教育の指
導力向上に寄与した。
　若狭高等学校長としては、海洋科学科探究活動の中で製造し
たサバ缶のＪＡＸＡ宇宙日本食認証やアメリカ合衆国はじめ台
湾やフィリピンの高等学校との研究連携協定締結と相互訪問に
よる交流活動を実施した。また、鯖江高等学校長としては、丹
南高等学校との再編に伴う新たな学科の創設や文部科学省から
地域との協働による高等学校教育改革推進事業（学校魅力化
型）の指定を受けるなど、鯖江高校の再編に伴う新たな学校創
設に尽力されるなど、福井県高等学校教育の振興と発展に大き
く貢献した。
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　豊かな知識と卓越した指導力をもって、学校経営・教育行
政・教職員研修・地理歴史科教育・部活動等、様々な分野で輝
かしい実績を残し、本県の教育の振興と発展に寄与した。
　また、組織マネジメントやプレゼンテーション、ファシリ
テーションなどのマネジメントスキルの研究と普及に努め、県
内外の講演会やセミナー、各種研修等での講師として活動し多
くの教職員の資質・能力の向上に寄与した。
　福井県高等学校教育研究会、高等学校体育連盟、高等学校文
化連盟の様々な分野の部会長を務め、組織運営の改善や業務縮
減にリーダーシップを発揮した。また全国校長会の様々な部門
のリーダーとしても活動し、働き方改革や業務改善についての
提言を行い、全国の高等学校教育に対しての貢献も大であっ
た。

　永年にわたり、社会科教育に情熱を注ぎ、本県社会科教育の
発展に尽力した。特に、地理教育に熱心に取り組み、いち早
く、４観点別の評価規準の作成や指導と評価の一体化などに取
り組んだことが評価され、平成２３年には、「福井県授業名
人」に選ばれた。
　また、部活動の指導にも熱心に取り組み、公立学校である大
野高校野球部の監督を務め、２度の甲子園出場を果たした功績
は非常に大きい。
　勝山高校の教頭として、文部科学省から研究指定を受け、英
語４技能の育成などを柱とする「英語教育強化地域拠点事業」
に携わり、勝山市内の英語教育の発展に寄与した。
　校長としては、足羽高校、勝山高校、大野高校と３校の校長
を歴任し、地域連携型の魅力化推進に尽力するなど、福井県高
等学校教育の振興と発展に大きく貢献した。

　平成１７年に社団法人ガールスカウト日本連盟福井県支部会
計に就任以来、書記や法人化後の平成24年には連盟長を歴任、
さらに、令和２年に連盟長を再任し、多年にわたりガールスカ
ウト活動の発展に尽力、少女たちの健全育成に大きな功績をあ
げた。また、専門である医療・介護に関する知識を活かし、県
連盟の指導者研修会では講師を務めるなど、会員の資質向上に
も大きく貢献している。

　平成１５年に旧今庄町社会教育委員、平成１７年に南越前町
社会教育委員に就任し、多年にわたり社会教育の推進・発展に
尽力した。また、平成１７年から９年間、地域の公民館分館長
を務め、青少年の健全育成に取り組むなど、地域のリーダーと
して南越前町の社会教育活動に大きく貢献した。

  平成１７年に越前町社会教育委員に就任以来、多年にわたり
社会教育の推進・発展に尽力している。また、旧織田町の教育
委員や区長を歴任、現在は、越前町社会福祉協議会副会長とし
て地域福祉を推進するなど、地域活動に幅広く功績を上げ、地
域の発展に大きく貢献している。
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すぎもと　けいこ 福井県生活学校連絡協議会理事（H4.4～H7.3）

杉本　桂子 福井県生活学校連絡協議会会長（H14.4～H16.3） 坂井市

(女) 福井県生活学校連絡協議会副会長（H24.4～H26.3）

（74歳） 福井県生活学校連絡協議会会長（H26.4～R2.3）

ひむら　まさひろ 福井県ホッケー協会理事長(H17.4～H31.3)

樋村　昌宏 福井県ホッケー協会副会長(R2.4～現在) 越前町

(男)

（69歳）

やまもと　つねひろ 福井県ウエイトリフティング協会常任理事(H4.4～H14.3)

山本　恒博 福井県ウエイトリフティング協会副理事長(H14.4～H18.3) 小浜市

(男) 福井県ウエイトリフティング協会理事長(H18.4～H31.3)

（71歳） 福井県ウエイトリフティング協会副会長(H31.4～現在)
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福井県ホッケー協会の理事としてホッケー大会の運営や、人口
芝競技場・管理棟建設整備において尽力し、福井県ホッケー協
会の振興に寄与した。平成１７年(2005)に理事長に就任し平成
３０年(2018)福井国体まで１３年間において理事長職を務め
ホッケー競技の天皇杯皇后杯の総合優勝に大きく貢献した。

昭和４７年４月に小浜市ウエイトリフテイング協会を設立。ま
た、平成１８年からは県ウエイトリフティング協会の理事長と
して、協会の発展に尽力した。
選手の強化と育成にも力を注ぎ、オリンピック選手の排出や、
福井しあわせ元気国体２位という輝かしい成果をおさめる原動
力となった。

　平成４年に福井県生活学校連絡協議会の理事に就任、副会長
や会長を歴任し、現在は、同協議会の推進員として、多年にわ
たり生活学校運動の発展に尽力し、社会教育の振興に大きな功
績を上げた。特に会長在任中は、「地球環境を守る」という
テーマのもと、学習会を重ねるなど、廃アルミリサイクルの確
立に向け尽力した。
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